
t獣●■月■ロ■

a：石鯛からみた中層書。中幡尖は垂直に付着しており．

前尖の♯初の領城は呈上秘こある。
■：む的boIKodt

Al：上抒大鵬　ROl：右細　的・左半月弁（綿＃）
FⅣ：毛心電　　RA：石心身　　　u　左心訂

PV．醐

中心脚

6：▲Yの走行。耳状■覿窮の臍口熱

矢印：房壬中耳の下静（下暮は点書で示している）．

乳．：中ヰ尖　ST：中職位　印血■脚弁
FO：卵円罵＋LA∴左心房

○囲（SinuatrialNode；SAnode）

結節は長さ約2．5cm、幅約0．2C恥右房壁に存在する。特殊心筋繊維が心房内に放散して

いる。洞房結節では、周期的に興奮が発生し、これが心房全体に伝えられ、心房が収縮す

る。このような洞房結節に発生する興奮が心臓拍動の始まりとなるので、洞房結節は心臓

還箭慧慧芸慧e訂erといわれている0
右心房の後壁で、冠状静脈の開口のすぐ幸にある。扇形で絶状申塑垂。㍊監漁内

にある。洞房結節よりも太く、かつ密な特殊心筋繊維から出来ている。洞房結節からの県

警は心房全触こ広がり、房車括凱こ重し、さらIち無象製こよって心室に伝わる。

〇匹頭
房室束のこと。心房・心室とを連絡する特殊心筋繊維束である。心室中隔の膜性部の後

縁iこ沿って下行工は中隔姦炉の上端で、左㌫2脚 （右脚・左脚）に分かれる。

○匪画

しばらく1本のま毎甑（肉柱の大きいもの）に沿って

走り、プルキンエ線絶（両心室に興奮を伝える）となって終わる。

人体の構造針け舟


